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(57)【要約】
【課題】ハンドオーバ時のデータ通信性能の低下を抑制
する。
【解決手段】サービングセルの基地局は、自局に接続し
ている無線通信装置が利用している通信サービスの種類
に応じて優先的に使用する優先使用周波数帯を設定し、
その優先使用周波数帯の情報を前記無線通信装置に送信
する。無線通信装置は、基地局から受信した優先使用周
波数帯について周辺セルの受信品質指標を測定し、その
優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告をサービン
グセルの基地局に送信する。サービングセルの基地局は
、無線通信装置から受信した優先使用周波数帯の受信品
質指標の測定報告に基づいて、優先使用周波数帯を使用
する周辺セル又は優先使用周波数帯を使用しない周辺セ
ルへのハンドオーバを決定する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動型の無線通信装置の受信品質指標に基づいて複数種類のセル間のハンドオーバを制
御する移動通信システムであって、
　ハンドオーバ制御対象の前記移動型の無線通信装置で得られるまたは期待されるデータ
通信性能は、前記複数種類のセル間で互いに異なり、
　前記無線通信装置が接続しているサービングセルの基地局は、自局に接続している無線
通信装置が利用している通信サービスの種類に応じて優先的に使用する優先使用周波数帯
を設定し、その優先使用周波数帯の情報を前記無線通信装置に送信し、
　前記無線通信装置は、前記基地局から受信した前記優先使用周波数帯について周辺セル
の受信品質指標を測定し、その優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告を前記サービ
ングセルの基地局に送信し、
　前記サービングセルの基地局は、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯
の受信品質指標の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セル又は前
記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルへのハンドオーバを決定することを特徴とする
移動通信システム。
【請求項２】
　請求項１の移動通信システムにおいて、
　前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定結果が閾値未満又は
閾値以下の場合は前記受信品質指標の測定報告を前記基地局に送信しないことを特徴とす
る移動通信システム。
【請求項３】
　請求項１の移動通信システムにおいて、
　前記サービングセルは、前記優先使用周波数帯を使用するセルであり、
　前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯について測定した周辺セルの受信品質指標
の測定結果が、前記優先使用周波数帯について測定した前記サービングセルの受信品質指
標の測定結果以上又は超える場合に、前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定結果を
前記サービングセルの基地局に送信し、
　前記サービングセルの基地局は、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯
の受信品質指標の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セルへのハ
ンドオーバを決定することを特徴とする移動通信システム。
【請求項４】
　請求項１の移動通信システムにおいて、
　前記サービングセルは、前記優先使用周波数帯を使用するセルであり、
　前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯について測定した前記サービングセルの受
信品質指標の測定結果が閾値未満又は閾値以下であり、かつ前記優先使用周波数帯につい
て測定した前記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルの受信品質指標の測定結果が閾値
以上又は閾値を超える場合に、前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定結果を前記サ
ービングセルの基地局に送信し、
　前記サービングセルの基地局は、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯
の受信品質指標の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルへの
ハンドオーバを決定することを特徴とする移動通信システム。
【請求項５】
　請求項１の移動通信システムにおいて、
　前記サービングセルは、前記優先使用周波数帯を使用しないセルであり、
　前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯について測定した周辺セルの受信品質指標
の測定結果が閾値以上又は閾値を超える場合に、前記優先使用周波数帯の受信品質指標の
測定結果を前記サービングセルの基地局に送信し、
　前記サービングセルの基地局は、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯
の受信品質指標の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セルへのハ
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ンドオーバを決定することを特徴とする移動通信システム。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれかの移動通信システムにおいて、
　前記複数種類のセルは使用周波数帯が互いに異なることを特徴とする移動通信システム
。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかの移動通信システムにおいて、
　前記データ通信性能は、前記無線通信装置によるデータ通信における伝送遅延特性及び
スループットの少なくとも一方であることを特徴とする移動通信システム。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかの移動通信システムにおいて、
　前記優先使用周波数帯を使用するセルは、前記セルの基地局の内部、前記セルの基地局
の近傍又は前記セルの基地局とコアネットワークとの間に、前記セルに在圏する前記無線
通信装置によるデータ通信で送受信されるデータを処理するデータ処理装置が配置された
セルであることを特徴とする移動通信システム。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかの移動通信システムにおいて、
　前記受信品質指標は、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲであることを特徴とする
移動通信システム。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれかの移動通信システムにおいて、
　前記移動型の無線通信装置は移動局であることを特徴とする移動通信システム。
【請求項１１】
　請求項１乃至９のいずれかの移動通信システムにおいて、
　前記移動型の無線通信装置は移動型の基地局であることを特徴とする移動通信システム
。
【請求項１２】
　移動型の無線通信装置の受信品質指標に基づいて前記無線通信装置のハンドオーバを制
御する移動通信システムの基地局であって、
　ハンドオーバ制御対象の前記移動型の無線通信装置で得られるまたは期待されるデータ
通信性能は、前記複数種類のセル間で互いに異なり、
　自局に接続している無線通信装置が利用している通信サービスの種類に応じて優先的に
使用する優先使用周波数帯を設定し、その優先使用周波数帯の情報を前記無線通信装置に
送信し、
　前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告に基づ
いて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セル又は前記優先使用周波数帯を使用しない
周辺セルへのハンドオーバを決定することを特徴とする基地局。
【請求項１３】
　移動型の無線通信装置の受信品質指標に基づいてハンドオーバを制御する移動通信シス
テムのハンドオーバ制御方法であって、
　ハンドオーバ制御対象の前記移動型の無線通信装置で得られるまたは期待されるデータ
通信性能は、前記複数種類のセル間で互いに異なり、
　前記無線通信装置が接続しているサービングセルの基地局が、自局に接続している無線
通信装置が利用している通信サービスの種類に応じて優先的に使用する優先使用周波数帯
を設定し、その優先使用周波数帯の情報を前記無線通信装置に送信し、
　前記無線通信装置が、前記基地局から受信した前記優先使用周波数帯について周辺セル
の受信品質指標を測定し、その優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告を前記サービ
ングセルの基地局に送信し、
　前記サービングセルの基地局が、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯
の受信品質指標の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セル又は前
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記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルへのハンドオーバを決定することを特徴とする
ハンドオーバ制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局、移動通信システム及びハンドオーバ制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、セルラー方式の移動通信システムにおいて、サービングセルに在圏している通信
中の移動局が他の周辺セルに移動するとき、移動局から送信される受信品質指標の測定報
告に基づいて、移動局が接続して通信する基地局を周辺セルの基地局に切り換えて通信を
継続するハンドオーバ制御が知られている（例えば、非特許文献１～３参照）。
【０００３】
　また、移動局のアプリケーションデータを処理するデータ処理装置（以下、「ＭＥＣ（
Mobile Edge Computing）装置」ともいう。）を基地局の近傍に設け、アプリケーション
データの送受信の低遅延化を図る技術が検討されている（非特許文献４、５）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】3GPP TS 36.300 "Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UT
RA)and Evolved Universal Terrestrial Radio Access Network(E-UTRAN); Overall desc
ription; Stage 2; Protocol specification" V9.10.0, 10章
【非特許文献２】3GPP TS 36.331 "Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UT
RA); Radio Resource Control (RRC); Protocol specification" V9.18.0, 5.5.4.4章
【非特許文献３】3GPP TS 36.331 "Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UT
RA);Physical layer; Measurements" (Release 13)
【非特許文献４】Milan Patel et al, "Mobile-Edge Computing" Mobile-Edge Computing
 - Introductory Technical White Paper, Mobile-Edge Computing (MEC) industry init
iative, [Online] Sept. 2014, [平成２９年６月１３日検索], インターネット〈ＵＲＬ
：https://portal.etsi.org/portals/0/tbpages/mec/docs/mobile-edge_computing_-_int
roductory_technical_white_paper_v1%2018-09-14.pdf〉
【非特許文献５】Yun Chao Hu, Milan Patel, Dario Sabella, Nurit Sprecher and Vale
rie Young, "Mobile Edge Computing A key technology towards 5G", First Edition, E
TSI White Paper, No. 11, [Online] Sept. 2015, [平成２９年６月１３日検索], インタ
ーネット〈ＵＲＬ：http://www.etsi.org/images/files/ETSIWhitePapers/etsi_wp11_mec
_a_key_technology_towards_5g.pdf〉
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来のハンドオーバ制御では、実際の伝送遅延やスループットなどのデータ通信性
能に基づく制御ではないため、データ通信性能が最大となるセルに接続されないおそれが
ある。例えば、上記ＭＥＣ装置が近傍に配置された基地局のセルに在圏する移動局がＭＥ
Ｃ装置によるデータ処理を伴う通信サービスやセッションを利用しているときに、上記受
信品質指標に基づいて、ＭＥＣ装置が配置されていない基地局のセルにハンドオーバされ
てしまうと、データ通信の伝送遅延特性がハンドオーバ前に比べて低下するおそれがある
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様に係る移動通信システムは、移動型の無線通信装置の受信品質指標に基
づいて複数種類のセル間のハンドオーバを制御する移動通信システムであって、ハンドオ
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ーバ制御対象の前記移動型の無線通信装置で得られるまたは期待されるデータ通信性能は
、前記複数種類のセル間で互いに異なり、前記無線通信装置が接続しているサービングセ
ルの基地局は、自局に接続している無線通信装置が利用している通信サービスの種類に応
じて優先的に使用する優先使用周波数帯を設定し、その優先使用周波数帯の情報を前記無
線通信装置に送信し、前記無線通信装置は、前記基地局から受信した前記優先使用周波数
帯について周辺セルの受信品質指標を測定し、その優先使用周波数帯の受信品質指標の測
定報告を前記サービングセルの基地局に送信し、前記サービングセルの基地局は、前記無
線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告に基づいて、前
記優先使用周波数帯を使用する周辺セル又は前記優先使用周波数帯を使用しない周辺セル
へのハンドオーバを決定する。
　前記移動通信システムにおいて、前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯の受信品
質指標の測定結果が閾値未満又は閾値以下の場合は前記受信品質指標の測定報告を前記基
地局に送信しないようにしてもよい。
【０００７】
　また、前記移動通信システムにおいて、前記サービングセルは、前記優先使用周波数帯
を使用するセルであり、前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯について測定した周
辺セルの受信品質指標の測定結果が、前記優先使用周波数帯について測定した前記サービ
ングセルの受信品質指標の測定結果以上又は超える場合に、前記優先使用周波数帯の受信
品質指標の測定結果を前記サービングセルの基地局に送信し、前記サービングセルの基地
局は、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告に
基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セルへのハンドオーバを決定してもよい
。
　また、前記移動通信システムにおいて、前記サービングセルは、前記優先使用周波数帯
を使用するセルであり、前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯について測定した前
記サービングセルの受信品質指標の測定結果が閾値未満又は閾値以下であり、かつ前記優
先使用周波数帯について測定した前記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルの受信品質
指標の測定結果が閾値以上又は閾値を超える場合に、前記優先使用周波数帯の受信品質指
標の測定結果を前記サービングセルの基地局に送信し、前記サービングセルの基地局は、
前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告に基づい
て、前記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルへのハンドオーバを決定してもよい。
　また、前記移動通信システムにおいて、前記サービングセルは、前記優先使用周波数帯
を使用しないセルであり、前記無線通信装置は、前記優先使用周波数帯について測定した
周辺セルの受信品質指標の測定結果が閾値以上又は閾値を超える場合に、前記優先使用周
波数帯の受信品質指標の測定結果を前記サービングセルの基地局に送信し、前記サービン
グセルの基地局は、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯の受信品質指標
の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セルへのハンドオーバを決
定してもよい。
【０００８】
　また、前記移動通信システムにおいて、前記複数種類のセルは使用周波数帯が互いに異
なってもよい。
　また、前記移動通信システムにおいて、前記データ通信性能は、前記無線通信装置によ
るデータ通信における伝送遅延特性及びスループットの少なくとも一方であってもよい。
　また、前記移動通信システムにおいて、前記優先使用周波数帯を使用するセルは、前記
セルの基地局の内部、前記セルの基地局の近傍又は前記セルの基地局とコアネットワーク
との間に、前記セルに在圏する前記無線通信装置によるデータ通信で送受信されるデータ
を処理するデータ処理装置が配置されたセルであってもよい。
　また、前記移動通信システムにおいて、前記受信品質指標は、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又は
ＲＳ－ＳＩＮＲであってもよい。
　また、前記移動通信システムにおいて、前記移動型の無線通信装置は、移動局であって
もよいし、移動型の基地局であってもよい。
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【０００９】
　本発明の他の態様に係る基地局は、移動型の無線通信装置の受信品質指標に基づいて前
記無線通信装置のハンドオーバを制御する移動通信システムの基地局であって、ハンドオ
ーバ制御対象の前記移動型の無線通信装置で得られるまたは期待されるデータ通信性能は
、前記複数種類のセル間で互いに異なり、自局に接続している無線通信装置が利用してい
る通信サービスの種類に応じて優先的に使用する優先使用周波数帯を設定し、その優先使
用周波数帯の情報を前記無線通信装置に送信し、前記無線通信装置から受信した前記優先
使用周波数帯の受信品質指標の測定報告に基づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周
辺セル又は前記優先使用周波数帯を使用しない周辺セルへのハンドオーバを決定する。
【００１０】
　本発明の他の態様に係るハンドオーバ制御方法は、移動型の無線通信装置の受信品質指
標に基づいてハンドオーバを制御する移動通信システムのハンドオーバ制御方法であって
、ハンドオーバ制御対象の前記移動型の無線通信装置で得られるまたは期待されるデータ
通信性能は、前記複数種類のセル間で互いに異なり、前記無線通信装置が接続しているサ
ービングセルの基地局が、自局に接続している無線通信装置が利用している通信サービス
の種類に応じて優先的に使用する優先使用周波数帯を設定し、その優先使用周波数帯の情
報を前記無線通信装置に送信し、前記無線通信装置が、前記基地局から受信した前記優先
使用周波数帯について周辺セルの受信品質指標を測定し、その優先使用周波数帯の受信品
質指標の測定報告を前記サービングセルの基地局に送信し、前記サービングセルの基地局
が、前記無線通信装置から受信した前記優先使用周波数帯の受信品質指標の測定報告に基
づいて、前記優先使用周波数帯を使用する周辺セル又は前記優先使用周波数帯を使用しな
い周辺セルへのハンドオーバを決定する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、無線通信装置が利用している通信サービスの種類に応じて設定した優
先使用周波数帯について測定した受信品質指標の測定報告に基づいて、周辺セルへのハン
ドオーバを決定することにより、通信サービスに対応するデータ通信性能が得られる特定
種類のセルに無線通信装置を優先的に接続させ、通信サービスを利用する無線通信装置が
データ通信を行っているときのデータ通信性能の劣化を抑制できるので、ハンドオーバ時
のデータ通信性能の低下を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態に係るオーバレイセル構成の移動通信システムの概略構成を
示す説明図。
【図２】本実施形態に係る基地局のハンドオーバ制御の一例を示すフローチャート。
【図３】本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の一例を示すシー
ケンス図。
【図４】本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の他の例を示すシ
ーケンス図。
【図５】本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の更に他の例を示
すシーケンス図。
【図６】本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の更に他の例を示
すシーケンス図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。ここでは、ＬＴＥ（Long T
erm Evolution）／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄへの適用を前提に本発明の実施形態を説明
するが、類似のセル構成を用いるシステムであれば、本発明の概念はどのようなシステム
にも適用可能である。
【００１４】
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　図１は、本発明の一実施形態に係るオーバレイセル構成の移動通信システムの概略構成
を示す説明図である。なお、図１では、マクロセルに２つのスモールセルが重畳している
場合について示しているが、本発明は、マクロセルに１つのスモールセルが重畳している
場合や、マクロセルに３つ以上のスモールセルが重畳している場合にも、同様に適用する
ことができる。
【００１５】
　図１において、本実施形態の移動通信システムは、前述のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎ
ｃｅｄの仕様に準拠するセルラー方式の移動通信システムであり、第１の基地局としての
マクロセル基地局（ｅＮＢ）１１１，１１２と、第２の基地局としてのスモールセル基地
局（ｓＮＢ）１２１～１２４とを備えている。
【００１６】
　各基地局１１１，１１２，１２１～１２４は、所定のインターフェースからなるバック
ホール回線を介して移動通信ネットワークのコアネットワーク１４０に接続されている。
スモールセル基地局１２１，１２２のスモールセル１２１Ａ，１２２Ａは、マクロセル基
地局１１１のマクロセル１１１Ａに重畳し、スモールセル基地局１２３，１２４のスモー
ルセル１２３Ａ，１２４Ａは、マクロセル基地局１１２のマクロセル１１２Ａに重畳して
いる。スモールセル基地局１２１～１２４はそれぞれ、スモールセル１２１Ａ～１２４Ａ
が移動経路の道路２００に沿ったエリアを連続的にカバーするように配置され、道路２０
０を走行している移動体である自動車（乗用車、トラック、バスなど）２１０に搭載され
ている移動型の無線通信装置としての移動局１０と無線通信することができる。
【００１７】
　自動車２１０に搭載された移動局１０は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄでは一般
にＵＥ（User Equipment）とも呼ばれる。移動局１０は、スモールセル基地局１２１～１
２４のスモールセル１２１Ａ～１２４Ａやマクロセル基地局１１１，１１２のマクロセル
１１１Ａ，１１２Ａに在圏するときに、その在圏するセルに対応するスモールセル基地局
１２１～１２４やマクロセル基地局１１１，１１２と間で所定の通信方式及びリソースを
用いて無線通信することができる。
【００１８】
　なお、本実施形態では、移動局１０を搭載する移動体が自動車２１０である場合につい
て説明するが、本実施形態における移動体は、自動車２１０のほか、線路上を走行する鉄
道車両、航空機又は船舶であってもよい。また、自動車２１０に搭載する移動型の無線通
信装置は、自動車２１０の少なくとも外側の周辺エリアおよび自動車２１０の車内をカバ
ーする移動型のセル（以下「ムービングセル」という。）を形成する移動型の基地局であ
ってもよい。移動型の基地局は、ムービングセル内に位置する移動局（ユーザ装置）と、
固定基地局であるマクロセル基地局１１１、１１２及びスモールセル基地局１２１～１２
４との間の通信を中継する。ムービングセルは、自動車２１０の外側の周辺エリアと自動
車２１０の内側エリアとを含んでもよい。また、ムービングセルのセル径は例えば１００
ｍであり、２０ｍ以下～５０ｍ以下であってもよい。
【００１９】
　スモールセル基地局１２１～１２４は、広域のマクロセル基地局とは異なり、例えば１
Ｗ以下の送信パワーを有し、無線通信可能距離が数ｍ乃至数百ｍ程度（例えば数１０ｍ程
度）であり、一般家庭、店舗、オフィス等の屋内にも設置することができる小容量の基地
局である。スモールセル基地局は、移動体通信網における広域のマクロセル基地局がカバ
ーするエリアよりも小さなエリアをカバーするように設けられるため「フェムト基地局」
と呼ばれたり、「Ｈｏｍｅ　ｅ－Ｎｏｄｅ　Ｂ」や「Ｈｏｍｅ　ｅＮＢ」と呼ばれたりす
る場合もある。スモールセル基地局は、回線終端装置及びＡＤＳＬ（Asymmetric Digital
 Subscriber Line）回線や光回線等のブロードバンド公衆通信回線などの通信回線を介し
て移動体通信網のコアネットワーク１４０に接続され、他の基地局や、コアネットワーク
１０４０上のサーバ装置などの各種ノードとの間で所定の通信インターフェースにより通
信可能になっている。
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【００２０】
　マクロセル基地局１１１，１１２は、例えば１０Ｗ程度の送信パワーを有し、移動体通
信網において屋外に設置されている通常の半径数百ｍ乃至数ｋｍ程度の広域エリアである
マクロセルをカバーする広域の基地局であり、「Ｍａｃｒｏ　ｅ－Ｎｏｄｅ　Ｂ」、「Ｍ
ｅＮＢ」等と呼ばれる場合もある。マクロセル基地局は、他の基地局と例えば有線の通信
回線で接続され、所定の通信インターフェースで通信可能になっている。また、マクロセ
ル基地局は、回線終端装置及び専用回線などの通信回線を介して移動体通信網のコアネッ
トワーク１４０に接続され、コアネットワーク１４０上のサーバ装置などの各種ノードと
の間で所定の通信インターフェースにより通信可能になっている。
【００２１】
　また、スモールセル基地局１２１～１２４及びマクロセル基地局１１１，１１２それぞ
れの基地局装置は、例えばＣＰＵやメモリ等を有するコンピュータ装置、コアネットワー
ク１４０に対する外部通信インターフェース部、無線通信部などのハードウェアを用いて
構成され、所定のプログラムが実行されることにより、後述のハンドオーバ制御を実行し
たり、所定の通信方式及び無線通信リソースを用いてユーザ端末である移動局との間の無
線通信を行ったりすることができる。
【００２２】
　本実施形態において、スモールセル基地局１２１～１２４とマクロセル基地局１１１，
１１２とは互いに異なる周波数帯及び無線通信方式を使用する。例えば、スモールセル基
地局１２１～１２４は、バンド４１の周波数帯（２．５ＧＨｚ帯）を使用し、ＬＴＥ（Ｌ
ｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）にＴＤＤ（時分割複信）技術を組み合わせたＴ
Ｄ－ＬＴＥ方式で移動局１０と無線通信する。また例えば、マクロセル基地局１１１，１
１２は、バンド１の周波数帯（２．１ＧＨｚ帯）を使用し、ＬＴＥにＦＤＤ（周波数分割
複信）技術を組み合わせたＦＤ－ＬＴＥ方式で移動局１０と無線通信する。
【００２３】
　また、本実施形態において、スモールセル基地局１２１～１２４それぞれの近傍に、ス
モールセル１２１Ａ～１２４Ａに在圏する移動局１０によるデータ通信で送受信されるデ
ータ（例えば、自動車関係の通信アプリケーションのデータ）を処理するデータ処理装置
としてのＭＥＣ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｅｄｇｅ　Ｃｏｍｐｕｔｉｎｇ）サーバ１５１～１５４
が設けられている。一方、本実施形態のマクロセル基地局１１１，１１２の近傍にはＭＥ
Ｃサーバが設けられていない。本実施形態では、スモールセル基地局１２１～１２４の近
傍にＭＥＣサーバを設けた構成となっているが、スモールセル基地局１２１～１２４の近
傍にＭＥＣサーバを設けない代わりにマクロセル基地局１１１，１１２の近傍に設けても
よい。
【００２４】
　なお、ＭＥＣサーバ１５１～１５４はそれぞれ、スモールセル基地局１２１～１２４の
内部に設けてもよいし、スモールセル基地局１２１～１２４とコアネットワーク１４０と
の間に設けてもよい。また、自動車関係の通信アプリケーションとしては、自動車と各種
モノとの間の通信であるＶ２Ｘ（Vehicle-to-everything）通信アプリケーションが挙げ
られる。Ｖ２Ｘ通信アプリケーションには、自動車と移動通信網との間の通信（Ｖ２Ｎ：
Vehicle-to-cellular-Network）アプリケーション、車車間通信（Ｖ２Ｖ：Vehicle-to-Ve
hicle）アプリケーション、路車間通信（Ｖ２Ｉ：Vehicle-to-roadside-Infrastructure
）アプリケーション、 自動車と歩行者との通信（Ｖ２Ｐ：Vehicle-to-Pedestrian）アプ
リケーションなどを含む。
【００２５】
　ＭＥＣサーバ１５１～１５４は、ユーザ端末である移動局１０のより近傍（モバイルエ
ッジ）に配置され、移動局１０で実行されているアプリケーションで送受信されるデータ
を処理するコンピューティングリソースとして機能する。移動局１０から要求されたデー
タ処理をＭＥＣサーバ１５１～１５４で実行し、移動局１０からのデータ通信をＭＥＣサ
ーバで折り返すことにより、コアネットワーク１４０上のデータセンターやサーバで処理
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を行う場合に比べてデータ通信の通信距離が短くなる (経由するルータのホップ数が少な
くなる) ため、Ｅｎｄ－ｔｏ－Ｅｎｄの遅延を抑制して低遅延なデータ通信を実現できる
。
【００２６】
　以上のようにスモールセル基地局１２１～１２４それぞれの近傍にＭＥＣサーバ１５１
～１５４が設けられ、マクロセル基地局１１１，１１２の近傍にはＭＥＣサーバが設けら
れていないため、ハンドオーバ制御対象の移動局１００で得られる又は期待されるデータ
通信性能は、複数種類のセル間であるスモールセル１２１Ａ～１２４Ａとマクロセル１１
１Ａ，１１２Ａとの間で互いに異なる。
【００２７】
　本実施形態の移動通信システムにおいて移動局１００がセル間を移動するときのハンド
オーバ制御は、移動局１０で測定された接続セル選択指標としての受信品質指標の測定報
告に基づいて行われる。同一周波数帯の複数セル間のハンドオーバ制御に関わる受信品質
指標としては，通常ＲＳＲＰ（Reference Signal Received Power）が用いられるが、特
に、本実施形態のように複数種類の使用周波数帯のセルが混在する移動通信システムでは
、受信品質指標として、ＲＳＲＱ（Reference Signal Received Quality）又はＲＳ－Ｓ
ＩＮＲ（Reference Signal-Signal-to-Interference-plus-Noise-power Ratio）が用いら
れる。移動局が接続しているハンドオーバ元のサービングセルの基地局は、移動局から受
信した受信品質指標（ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲ）の測定報告に基づいて、周辺セルに
ハンドオーバするか否かを決定する。
【００２８】
　図１の例において、スモールセル１２１Ａ～１２４Ａの端部でマクロセル基地局１１１
，１１２近傍となるエリア１３１Ａ，１３２Ａでは、スモールセルに比べてマクロセルの
受信品質　（ＲＳＲＱ，ＲＳ－ＳＩＮＲ）が良好であるため、スモールセルエリア内でも
あるがマクロセルへハンドオーバする方が通常、高スループットが期待される。
【００２９】
　しかしながら、従来のハンドオーバ制御は、実際のデータ伝送遅延やスループットなど
のデータ通信性能に基づくハンドオーバ制御ではないため、実際の遅延特性やスループッ
トの観点から必ずしも最適なセルを選択しているわけではない。例えば、図１の例におい
て、ＭＥＣサーバ１５１が直下に配置され接続されているスモールセル基地局１２１から
、ＭＥＣサーバが直下にないマクロセル基地局１１１へハンドオーバしてしまうと、デー
タ通信を行っている移動局１０のEnd-to-Endの遅延特性が劣化する。 ＭＥＣサーバがマ
クロセルのみに接続されている場合は、逆の関係となる。例えば、ＭＥＣサーバが直下に
配置され接続されているマクロセル基地局から、ＭＥＣサーバが直下にないスモールセル
基地局へハンドオーバしてしまうと、データ通信を行っている移動局１０のEnd-to-Endの
遅延特性が劣化する。 
【００３０】
　そこで、本実施形態では、移動局１０でデータ通信に利用している通信サービス又はセ
ッションに対応するデータ通信性能が得られる特定種類のセルに移動局１０を優先的に接
続させるようにハンドオーバ制御を行っている。例えば、ＭＥＣサーバ１５１～１５４に
よるデータ処理を伴うＶ２Ｘなどの通信サービス又はセッションに対する使用周波数帯と
して、ＭＥＣサーバ１５１～１５４が配置されたスモールセル１２１Ａ～１２４Ａの使用
周波数帯（例えば、バンド４１）を優先設定しておく。これにより、移動局１０がＭＥＣ
サーバ１５１～１５４によるデータ処理を伴うＶ２Ｘなどの通信サービス又はセッション
を利用しているときに、ＭＥＣサーバ１５１～１５４が配置されたスモールセル１２１Ａ
～１２４Ａに移動局１０を優先的に接続させるようにハンドオーバ制御を行うことができ
る。このようにＭＥＣサーバ１５１～１５４が配置されたスモールセル１２１Ａ～１２４
Ａに優先的に接続させることにより、データ通信を行っている移動局１０のＥｎｄ－ｔｏ
－Ｅｎｄの遅延特性の劣化を抑制できるので、 ハンドオーバ時のデータ通信性能の低下
を抑制することができる。
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【００３１】
　図２は、本実施形態に係る基地局のハンドオーバ制御の一例を示すフローチャートであ
る。図２の例は、ＭＥＣサーバ１５１が直下に配置されたスモールセル基地局１２１がハ
ンドオーバ（ＨＯ）元基地局である場合の例である。
【００３２】
　図２において、ＨＯ元基地局（スモールセル基地局１２１）は、高いデータ通信特性（
例えば、データ通信の低遅延性）が要求される特定の通信サービス（例えば前述のＶ２Ｘ
の通信サービス）及びセッションに対して優先的に使用する優先使用周波数帯が設定され
ている（Ｓ１０１）。
【００３３】
　ＨＯ元基地局は、スモールセル１２１Ａに在圏してＨＯ元基地局に接続している対象の
移動局１０が利用している通信サービス及びセッションの情報を取得し（Ｓ１０２）、そ
の移動局１０の通信サービスが上記特定の通信サービスか否かを判定し（Ｓ１０３）、特
定の通信サービスでない場合は移動局１０のセッションが上記特定のセッションか否かを
判定する（Ｓ１０４）。
【００３４】
　移動局１０の通信サービスが上記特定の通信サービスである場合又は移動局１０のセッ
ションが上記特定のセッションである場合（Ｓ１０３，Ｓ１０４でＹｅｓ）、ＨＯ元基地
局は、移動局から受信した測定報告（ＭＲ）に基づいて、上記優先使用周波数帯の受信品
質指標（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲ）が所定の閾値以上か否かを判
定する（Ｓ１０５）。
【００３５】
　優先使用周波数帯の受信品質指標が閾値以上の場合、ＨＯ元基地局は、優先使用周波数
帯の周辺セル（例えば、ＭＥＣサーバ１５２が直下に配置されたスモールセル１２２Ａ）
に移動局１０を接続させるように制御する（Ｓ１０６）。
【００３６】
　一方、移動局１０の通信サービスが上記特定の通信サービスではなく且つ移動局１０の
セッションが上記特定のセッションでない場合（Ｓ１０３，Ｓ１０４でＮｏ）、又は、優
先使用周波数帯の受信品質指標が閾値未満の場合、ＨＯ元基地局は、通常の受信品質測定
報告（ＭＲ）に基づいて決定した周辺セル（例えば、受信品質指標が高いマクロセル１１
１Ａ又はスモールセル１２２Ａ）に移動局１０を接続させるように制御する（Ｓ１０７）
。
【００３７】
　なお、図２の例では、データ通信の低遅延性を優先させる通信サービス（例えば前述の
Ｖ２Ｘの通信サービス）を用いる移動局又はセッションのみを対象として、ＭＥＣサーバ
を配置する優先使用周波数帯のセルに優先的に移動局１０を接続させる優先接続制御を適
用しているが、データ通信の低遅延性を優先させる通信サービス（例えば前述のＶ２Ｘの
通信サービス）専用の周波数帯を用いる場合などを想定し、すべての移動局を対象として
上記優先接続制御を適用してもよい。
【００３８】
　以上、図１及び図２の実施形態によれば、移動局１０が利用しているＶ２Ｘ等の通信サ
ービス又はセッションに対応するデータ通信性能が得られるスモールセル１２１Ａ～１２
４Ａに移動局１０を優先的に接続させることにより、移動局１０がデータ通信を行ってい
るときのデータ通信性能の劣化を抑制できるので、ハンドオーバ時のデータ通信性能の低
下を抑制することができる。
【００３９】
　図３は、本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の一例を示すシ
ーケンス図である。図３の例は、ＭＥＣサーバ１５１が直下に配置されたスモールセル基
地局１２１がハンドオーバ（ＨＯ）元基地局である場合の例である。
【００４０】
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　図３において、ＨＯ元基地局（スモールセル基地局１２１）は、移動局１０が利用する
通信サービスごとに優先使用周波数帯が設定されている。例えば、高いデータ通信特性（
例えば、データ通信の低遅延性又はスループット）が要求される通信サービス（例えば、
前述のＶ２Ｘの通信サービス）については、前述の図１の移動通信システムにおけるＭＥ
Ｃサーバ１５１～１５４が直下に配置されたスモールセル１２１Ａ～１２４Ａの使用周波
数帯（バンド４１）が、優先使用周波数帯として設定されている。
【００４１】
　次に、ＨＯ元基地局は、上記設定された通信サービスの種類と優先使用周波数帯との対
応関係を示すリストを含む測定制御情報を、対象の移動局１０に送信する。測定制御情報
は、周辺リストと、移動局１０で測定する受信品質指標を指定する情報とを含む。
【００４２】
　次に、移動局１０は、ＨＯ元基地局から受信した測定制御情報に基づいて、移動局１０
が利用している通信サービスに対応する優先使用周波数帯について、測定制御情報で指定
された受信品質指標（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲ）を測定する。
【００４３】
　ここで、移動局１０は、優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果が予め設定
した所定の閾値以上か否かを判定し、優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果
が閾値以上の場合、その測定報告をＨＯ元基地局に送信する。
【００４４】
　一方、優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果が閾値未満の場合、移動局１
０は、測定報告をＨＯ元基地局に送信しない。これにより、不要な測定報告（ＭＲ）の送
信を低減させることができるので、移動局１０の消費電力を低減するとともに、移動局か
らＨＯ元基地局へのアップリンク（ＵＬ）リソースの有効利用を図ることができる。
【００４５】
　次に、ＨＯ元基地局は、移動局１０から受信した測定報告（ＭＲ）に含まれる優先使用
周波数帯における受信品質指標の測定結果に基づいて、優先使用周波数の周辺セルへのハ
ンドオーバを行うか否かを決定する。ハンドオーバを行うことを決定した場合、ＨＯ元基
地局は、ハンドオーバ要求を、優先使用周波数の周辺セルであるターゲットセルのＨＯ先
基地局に送信する。ＨＯ先基地局は、ハンドオーバ要求に基づいて、サービングセルから
のハンドオーバを受け付ける制御を実行した後、ＨＯ要求応答をＨＯ元基地局に返信する
。
【００４６】
　ＨＯ元基地局は、ＨＯ先基地局からＨＯ要求応答を受信すると、ＨＯコマンドを移動局
１０に送信する。移動局１０は、ＨＯ完了をターゲットセルのＨＯ先基地局にすると、Ｈ
Ｏ先基地局を介してコアネットワークとの間でパケットデータを送受信可能な状態になる
。
【００４７】
　図４は、本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の他の例を示す
シーケンス図である。図４の例は、優先使用周波帯同士のセル間ハンドオーバの例である
。図４の例は、例えば図１におけるＭＥＣサーバ１５１、１５２が直下に配置されたスモ
ールセル基地局１２１，１２２がそれぞれハンドオーバ（ＨＯ）元基地局及びハンドオー
バ（ＨＯ）先基地局である場合に対応する。なお、図４において、図３と共通する部分に
ついては説明を省略する。
【００４８】
　図４において、移動局１０は、ＨＯ元基地局から受信した測定制御情報に基づいて、移
動局１０が利用している通信サービスに対応する優先使用周波数帯について、測定制御情
報で指定された受信品質指標（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲ）を測定
する。
【００４９】
　移動局１０は、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果がサービ
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ングセル（ＨＯ元基地局のセル）の受信品質指標の測定結果よりも大きいか否かを判定し
、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果がサービングセルの受信
品質指標の測定結果よりも大きい場合、その受信品質指標の測定結果を含む測定報告（Ｍ
Ｒ）をＨＯ元基地局に送信する。
【００５０】
　一方、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果がサービングセル
の受信品質指標の測定結果以下の場合、移動局１０は、測定報告をＨＯ元基地局に送信し
ない。これにより、不要な測定報告（ＭＲ）の送信を低減させることができるので、移動
局１０の消費電力を低減するとともに、移動局からＨＯ元基地局へのアップリンク（ＵＬ
）リソースの有効利用を図ることができる。
【００５１】
　なお、移動局１０は、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果が
サービングセルの受信品質指標の測定結果以上の場合に上記測定報告をＨＯ元基地局に送
信し、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果がサービングセルの
受信品質指標の測定結果よりも小さい場合に、測定報告をＨＯ元基地局に送信しないよう
にしてもよい。
【００５２】
　また、上記移動局１０による優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果につい
ての判定には、ＬＴＥで規定されているＭＲ　Ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇの「Ｅｖｅｎｔ　Ａ
３」を適用し、判定に用いる受信品質指標の測定結果にオフセット（Ｏｆｎ，Ｏｃｎ，Ｏ
ｆｐ，Ｏｃｐ，Ｏｆｆ）やヒステリシスパラメータ（Ｈｙｓ）を与えてもよい。また、こ
れらのオフセットやヒステリシスパラメータは、セルごとに又は周波数帯ごとに個別に与
えてもよい。また、上記移動局１０による優先使用周波数帯における受信品質指標の測定
結果についての判定には、ＬＴＥで規定されている「Ｅｖｅｎｔ　Ａ３」以外のＭＲ　Ｔ
ｒｉｇｇｅｒｉｎｇを適用してもよい。
【００５３】
　また、移動局１０は、優先使用周波数帯を使用しない非優先使用周波数帯についても周
辺セルの受信品質指標を測定し、移動局１０からＨＯ元基地局に送信する測定報告（ＭＲ
）には、非優先使用周波数帯の周辺セルの受信品質指標の測定結果を含めてもよい。
【００５４】
　次に、ＨＯ元基地局は、移動局１０から受信した測定報告（ＭＲ）に含まれる優先使用
周波数帯における受信品質指標の測定結果に基づいて、優先使用周波数の周辺セルへのハ
ンドオーバを行うか否かを決定する。
【００５５】
　図４の実施形態によれば、優先使用周波数帯での継続通信が可能な状態の場合に、受信
品質のよりよい優先使用周波数帯のセルへハンドオーバさせることができる。
【００５６】
　図５は、本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の他の例を示す
シーケンス図である。図５の例は、優先使用周波帯から非優先使用周波数帯へのセル間ハ
ンドオーバの例である。図５の例は、例えばＭＥＣサーバ１５１が直下に配置されたスモ
ールセル基地局１２１がハンドオーバ（ＨＯ）元基地局であり、ＭＥＣサーバは配置され
ていないマクロセル基地局１１１がハンドオーバ（ＨＯ）先基地局である場合に対応する
。なお、図５において、図３と共通する部分については説明を省略する。
【００５７】
　図５において、移動局１０は、ＨＯ元基地局から受信した測定制御情報に基づいて、移
動局１０が利用している通信サービスに対応する優先使用周波数帯及び優先使用周波数帯
以外の非優先使用周波数帯について、測定制御情報で指定された受信品質指標（例えば、
ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲ）を測定する。
【００５８】
　移動局１０は、次の２つの条件（１）及び（２）の両方を満たすか否かを判定し、条件
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（１）及び（２）の両方を満たす場合、非優先使用周波数帯における受信品質指標の測定
結果を含む測定報告（ＭＲ）をＨＯ元基地局に送信する。
　（１）優先使用周波数帯におけるサービングセル（ＨＯ元基地局のセル）の受信品質指
標の測定結果が予め設定した所定の閾値（所要受信品質）以下である。
　（２）優先使用周波数帯以外の非優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の
測定結果が予め設定した所定の閾値（所要受信品質）以上である。
【００５９】
　一方、上記２つの条件（１）及び（２）の少なくとも一方が満たさない場合、移動局１
０は、測定報告をＨＯ元基地局に送信しない。これにより、不要な測定報告（ＭＲ）の送
信を低減させることができるので、移動局１０の消費電力を低減するとともに、移動局か
らＨＯ元基地局へのアップリンク（ＵＬ）リソースの有効利用を図ることができる。
【００６０】
　なお、上記条件（１）及び（２）は、次の条件（１’）及び（２’）であってもよい。
　（１’）優先使用周波数帯におけるサービングセル（ＨＯ元基地局のセル）の受信品質
指標の測定結果が閾値（所要受信品質）よりも小さい。
　（２’）優先使用周波数帯以外の非優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標
の測定結果が閾値（所要受信品質）よりも大きい。
【００６１】
　また、上記移動局１０による受信品質指標の測定結果についての判定には、ＬＴＥで規
定されているＭＲ　Ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇの「Ｅｖｅｎｔ　Ａ５」を適用し、判定に用い
る受信品質指標の測定結果にヒステリシスパラメータ（Ｈｙｓ）を与えてもよい。また、
このヒステリシスパラメータは、セルごとに又は周波数帯ごとに個別に与えてもよい。ま
た、上記移動局１０による優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果についての
判定には、ＬＴＥで規定されている「Ｅｖｅｎｔ　Ａ５」以外のＭＲ　Ｔｒｉｇｇｅｒｉ
ｎｇを適用し、判定に用いる受信品質指標の測定結果にオフセットを与えてもよい。この
オフセットはセルごとに又は周波数帯ごとに個別に与えてもよい。
【００６２】
　また、移動局１０からＨＯ元基地局に送信する測定報告（ＭＲ）には、優先使用周波数
帯の周辺セルの受信品質指標の測定結果を含めてもよい。
【００６３】
　次に、ＨＯ元基地局は、移動局１０から受信した測定報告（ＭＲ）に含まれる非優先使
用周波数帯における受信品質指標の測定結果に基づいて、非優先使用周波数の周辺セルへ
のハンドオーバを行うか否かを決定する。
【００６４】
　図５の実施形態によれば、優先使用周波数帯での継続通信が不可能であるが非優先使用
周波数帯での継続通信が可能である場合に、非優先使用周波数帯へハンドオーバさせるこ
とができる。
【００６５】
　図６は、本実施形態に係る移動通信システムにおけるハンドオーバ制御の更に他の例を
示すシーケンス図である。図６の例は、非優先使用周波帯から優先使用周波数帯へのセル
間ハンドオーバの例である。図６の例は、例えばＭＥＣサーバ１５２が直下に配置された
スモールセル基地局１２２がハンドオーバ（ＨＯ）先基地局であり、ＭＥＣサーバは配置
されていないマクロセル基地局１１１がハンドオーバ（ＨＯ）元基地局である場合に対応
する。なお、図６において、図６と共通する部分については説明を省略する。
【００６６】
　図６において、移動局１０は、ＨＯ元基地局から受信した測定制御情報に基づいて、移
動局１０が利用している通信サービスに対応する優先使用周波数帯について、測定制御情
報で指定された受信品質指標（例えば、ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ又はＲＳ－ＳＩＮＲ）を測定
する。
【００６７】
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　移動局１０は、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果がサービ
ングセル（ＨＯ元基地局のセル）の受信品質指標の測定結果が予め設定した所定の閾値（
所要受信品質）以上か否かを判定し、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標
の測定結果が閾値以上の場合、その受信品質指標の測定結果を含む測定報告（ＭＲ）をＨ
Ｏ元基地局に送信する。
【００６８】
　一方、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果が閾値よりも小さ
い場合、移動局１０は、測定報告をＨＯ元基地局に送信しない。これにより、不要な測定
報告（ＭＲ）の送信を低減させることができるので、移動局１０の消費電力を低減すると
ともに、移動局からＨＯ元基地局へのアップリンク（ＵＬ）リソースの有効利用を図るこ
とができる。
【００６９】
　なお、移動局１０は、優先使用周波数帯における周辺セルの受信品質指標の測定結果が
閾値よりも大きい場合に上記測定報告をＨＯ元基地局に送信し、優先使用周波数帯におけ
る周辺セルの受信品質指標の測定結果が閾値以下の場合に、測定報告をＨＯ元基地局に送
信しないようにしてもよい。
【００７０】
　また、上記移動局１０による優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果につい
ての判定には、ＬＴＥで規定されているＭＲ　Ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇの「Ｅｖｅｎｔ　Ａ
４」を適用し、判定に用いる受信品質指標の測定結果にオフセット（Ｏｆｎ，Ｏｃｎ）や
ヒステリシスパラメータ（Ｈｙｓ）を与えてもよい。また、これらのオフセットやヒステ
リシスパラメータは、セルごとに又は周波数帯ごとに個別に与えてもよい。また、上記移
動局１０による優先使用周波数帯における受信品質指標の測定結果についての判定には、
ＬＴＥで規定されている「Ｅｖｅｎｔ　Ａ４」以外のＭＲ　Ｔｒｉｇｇｅｒｉｎｇを適用
してもよい。
【００７１】
　また、移動局１０は、優先使用周波数帯を使用しない非優先使用周波数帯についても周
辺セルの受信品質指標を測定し、移動局１０からＨＯ元基地局に送信する測定報告（ＭＲ
）に、非優先使用周波数帯の周辺セルの受信品質指標の測定結果を含めてもよい。
【００７２】
　次に、ＨＯ元基地局は、移動局１０から受信した測定報告（ＭＲ）に含まれる優先使用
周波数帯における受信品質指標の測定結果に基づいて、優先使用周波数の周辺セルへのハ
ンドオーバを行うか否かを決定する。
【００７３】
　図６の実施形態によれば、非優先使用周波数帯での通信中に優先使用周波数帯の周辺セ
ルでの通信が可能と判断された場合に、優先使用周波数帯の周辺セルへハンドオーバさせ
ることができる。　　　
【００７４】
　以上、本実施形態によれば、移動局１０が利用しているＶ２Ｘ等の通信サービスの種類
に応じて設定した優先使用周波数帯について測定した受信品質指標の測定報告に基づいて
、優先使用周波数帯を使用する周辺セルのスモールセルへのハンドオーバを決定すること
により、移動局１０が利用しているＶ２Ｘ等の通信サービスに対応するデータ通信性能が
得られる直下にＭＥＣサーバが配置されたスモールセル１２１Ａ～１２４Ａに移動局１０
を優先的に接続させ、Ｖ２Ｘ等の通信サービスを利用する移動局１０がデータ通信を行っ
ているときのデータ通信性能の劣化を抑制できるので、ハンドオーバ時のデータ通信性能
の低下を抑制することができる。
【００７５】
　なお、本明細書で説明された処理工程並びに移動通信システム、基地局、移動局及びＭ
ＥＣサーバの構成要素は、様々な手段によって実装することができる。例えば、これらの
工程及び構成要素は、ハードウェア、ファームウェア、ソフトウェア、又は、それらの組
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み合わせで実装されてもよい。
【００７６】
　ハードウェア実装については、実体（例えば、各種無線通信装置、Ｎｏｄｅ Ｂ、コン
ピュータ装置、ハードディスクドライブ装置、又は、光ディスクドライブ装置）において
上記工程及び構成要素を実現するために用いられる処理ユニット等の手段は、１つ又は複
数の、特定用途向けＩＣ（ＡＳＩＣ）、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、デジタ
ル信号処理装置（ＤＳＰＤ）、プログラマブル・ロジック・デバイス（ＰＬＤ）、フィー
ルド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、プロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、マイクロプロセッサ、電子デバイス、本明細書で説明された機能を実
行するようにデザインされた他の電子ユニット、コンピュータ、又は、それらの組み合わ
せの中に実装されてもよい。
【００７７】
　また、ファームウェア及び／又はソフトウェア実装については、上記構成要素を実現す
るために用いられる処理ユニット等の手段は、本明細書で説明された機能を実行するプロ
グラム（例えば、プロシージャ、関数、モジュール、インストラクション、などのコード
）で実装されてもよい。一般に、ファームウェア及び／又はソフトウェアのコードを明確
に具体化する任意のコンピュータ／プロセッサ読み取り可能な媒体が、本明細書で説明さ
れた上記工程及び構成要素を実現するために用いられる処理ユニット等の手段の実装に利
用されてもよい。例えば、ファームウェア及び／又はソフトウェアコードは、例えば制御
装置において、メモリに記憶され、コンピュータやプロセッサにより実行されてもよい。
そのメモリは、コンピュータやプロセッサの内部に実装されてもよいし、又は、プロセッ
サの外部に実装されてもよい。また、ファームウェア及び／又はソフトウェアコードは、
例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、不揮発
性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）、プログラマブルリードオンリーメモリ（ＰＲ
ＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、ＦＬＡＳＨメモリ、フロッピー（登
録商標）ディスク、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク（ＤＶ
Ｄ）、磁気又は光データ記憶装置、などのような、コンピュータやプロセッサで読み取り
可能な媒体に記憶されてもよい。そのコードは、１又は複数のコンピュータやプロセッサ
により実行されてもよく、また、コンピュータやプロセッサに、本明細書で説明された機
能性のある態様を実行させてもよい。
【００７８】
　また、本明細書で開示された実施形態の説明は、当業者が本開示を製造又は使用するの
を可能にするために提供される。本開示に対するさまざまな修正は当業者には容易に明白
になり、本明細書で定義される一般的原理は、本開示の趣旨又は範囲から逸脱することな
く、他のバリエーションに適用可能である。それゆえ、本開示は、本明細書で説明される
例及びデザインに限定されるものではなく、本明細書で開示された原理及び新規な特徴に
合致する最も広い範囲に認められるべきである。
【符号の説明】
【００７９】
　１０　移動局（端末、ユーザ装置、通信端末装置）
　１１１，１１２　マクロセル基地局
　１１１Ａ，１１２Ａ　マクロセル
　１２１，１２２，１２３，１２４　スモールセル基地局
　１２１Ａ，１２２Ａ，１２３Ａ，１２４Ａ　スモールセル
　１３１Ａ，１３２Ａ　マクロセル基地局近傍のエリア
　１４０　コアネットワーク
　１５１，１５２，１５３，１５４　ＭＥＣサーバ
　２００　道路
　２１０　自動車
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